
栗山町条例第１９号 
 

栗山町議会基本条例の一部を改正する条例 
 

栗山町議会基本条例（平成１８年条例第１７号）の一部を次のように改正する。 

 第４条第７項中「前６項」を「前７項」に改め、同項を同条第８項とし、同条第６項の

次に次の１項を加える。 

 

７ 議会は、議会モニターを設置し、町民から議会運営等に関する要望、提言その他の意

見を聴取し、議会運営に反映させるものとする。 

 

 第２１条を第２５条とし、第２０条を第２４条とし、第１９条を第２３条とし、第９章

を第１０章とし、第１８条を第２２条とし、第１７条を第２１条とし、第１６条を第２０

条とし、第８章を第９章とし、第１５条を第１９条とし、第１２条から第１４条までを４

条ずつ繰り下げる。 

 

 第１１条を第１４条とし、第７章を第８章とし、第１０条の次に次の１章を加える。 

 

   第７章 議会改革の推進 

 （議会改革推進会議） 

第１１条 議会は、議会改革に継続的に取り組むため、議員で構成する議会改革推進会議

を設置する。 

２ 議会は、必要があると認めるときは、前項の議会改革推進会議に学識経験を有する者

等を構成員として加えることができる。 

 

 （交流及び連携の推進） 

第１２条 議会は、他の自治体の議会との交流及び連携を推進するため、独自に又は共同

して、分権時代にふさわしい議会の在り方についての調査研究等を行うものとする。  

 

 



（議会モニターの設置） 

第１３条 議会は、円滑かつ民主的な議会運営等を推進するため、議会モニターを設置す

るものとする。 

２ 前項の議会モニターに関し必要な事項は、議長が別に定める。 

 

 第１４条の次に次の１条を加える。 

 

 （調査機関の設置） 

第１５条 議会は、町政の課題に関する調査のための必要があると認めるときは、議決に

より、学識経験を有する者等で構成する調査機関を設置することができる。 

２ 議会は、必要があると認めるときは、前項の調査機関に議員を構成員として加えるこ

とができる。 

３ 第１項の調査機関に関し必要な事項は、議長が別に定める。 

 

   附 則 

 この条例は、平成２０年４月１日から施行する。 


